
2012 年度フィールド演習（加藤ゼミ）履修を検討中の皆さんへ 
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A：概要 
 

1：演習のテーマ 

 

Reconstructing the Representation of Tama NewTown (多摩ニュータウン表象の再構築） 

 

2：内容 

 

2-1:対象 

 

 2012 年度は、多摩ニュータウンを取り上げます。 

 多摩ニュータウンは 1965 年に都市計画決定1され、1971 年より入居が始まった郊外住宅地で、

山手線の内側とほぼ等しい面積を持っています（ただし稲城市、多摩市、八王子市、町田市の四

つを横断しており、多摩ニュータウンそのものに議会や首長は置かれていません）。 

 

2-2：理由 

 

 多摩ニュータウンは千里ニュータウンや千葉ニュータウン、高蔵寺ニュータウン、港北ニュータウ

ンなどと並ぶ、日本有数の大規模なニュータウンです。現在の人口は 25 万人前後で、なおも微

増傾向にあります。 

 

 ところが、事実をよく確かめない評論家やマスコミからは、近年「オールドタウン」「ゴーストタウン」

「廃墟」など否定的なレッテルを貼られることも少なくありません。こうしたレッテル貼りは、19 ある近

隣住区のうちでも最初期である 1970 年代前半に入居が始まった地区における高齢化や施設の

老朽化が、全エリアで等しく進行していると勘違いされているからなのですが、面白いことに、これ

らの地区も今から 40 年前には、最も現代的なライフスタイルが実現出来る場所としてあこがれの

的になっていたのです。 

 

 また 1970 年代後半に入居が始まった落合地区は、1983 年に大ヒットしたテレビドラマの舞台と

なり、「郊外・核家族・不倫」という新しいステレオタイプのイメージを生み出しました。1994 年には

                                                
1 行政機関による都市計画が正式に決定されること。都市計画決定がなされると、そのエリア内では各種の法的な

制限がかかる。 
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最初に入居が始まった諏訪・永山地区がアニメ映画「平成狸合戦ぽんぽこ」の舞台となり、1995

年には愛宕地区の団地がアニメ映画「耳をすませば」で主人公一家の住む家として登場していま

す。愛宕地区は 1972 年入居開始ですから、諏訪・永山地区と並ぶ初期の開発で、建物のデザイ

ンもル・コルビュジェ風の板状集合団地なのですが、1995 年の映画では、さほど裕福ではない家

庭が住む古ぼけた公営住宅という描かれ方をしています。 

 

 街開きから 20 年ちょっとの間に限っても、多摩ニュータウンのイメージはかくも目まぐるしく変化

してきました（おそらく、漫画や小説を探せば、他にも色々な形で多摩ニュータウンは描かれてい

るのでしょうし、そういうものを調べていくことで、日本における郊外住宅地のイメージの変遷史を

たどることも出来るでしょう）。 

 

 とはいえ、そのようにして描かれてきた多摩ニュータウンのイメージと、私自身が 1999 年から 12

年間住んできた多摩ニュータウンの生活実感の間には、かなり大きな乖離があるのです。たしか

にエリアによっては住区センター（近隣住区内の商業集積）が寂れていたりもしますが、地区セン

ター（駅前）はどこも賑わっていますし、都市センター（多摩センター駅前）も栄えていると思います。

広大な緑地や歩車分離構造は子育てしやすく、周囲には遊園地や動物園も複数あり、中央自動

車道へのアクセスも悪くないなど、足りないのは美術館や博物館へのアクセスだけ（都心部の主な

美術館や博物館に行きづらい）のように思います。 

 

 何故そういうことになったのかと言えば、やはり都心部に対しては地理的にも文化発信力的にも

周縁にならざるを得ないということが挙げられるでしょう。新聞や雑誌の記者は都心部で仕事をし

ていますし（仮に家が多摩ニュータウンにあったとしても、寝に帰るだけであることが多いでしょう）、

評論家は区部に家を持っているか、都心の大学で仕事をしているか。いずれにしても、都心部や

区部よりも多摩ニュータウンや港北ニュータウンが良い場所であるとは、認識の枠組みからも発想

しづらいのです。こうした東京郊外のニュータウンが中途半端に都心に近いということも影響して

いるでしょう。過疎高齢化が進む山村や離島を桃源郷であるかのように語る中高年向け雑誌やア

ウトドア雑誌は枚挙に暇がありませんが、それは近代ヨーロッパ人が南太平洋の島々に理想郷を

見たのと同じ話です。 

 

 このような多摩ニュータウンの独特の歴史・現状は、学びの対象として大変興味深いものと言え

ます。 
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2-3：方法 

 

 これまで多摩ニュータウンがいかに表象されてきたかを分析した後、実際に現地を歩いてのフィ

ールド調査を実施し、最終的に写真2を中心とした映像作品3を演習全体で制作・発表します。 

 

 また夏休みにはニュージーランドで長年、一流のアウトドアガイドとして活躍された Ryu 

Takahashi 氏4や、多摩ニュータウンの都市設計を手がけられた宇野健一氏のご協力を頂き、多摩

ニュータウンの観光地としての可能性を探る53 泊 4 日の公開ワークショップを実施します。 

 

 最終的にはアート作品をアウトプット形態としますが、そこに至る過程においては表象文化論、

都市社会学、環境社会学6、建築・都市設計7、コミュニティ論8、観光論など様々な分野を学ぶこと

                                                
2 必ずしも、履修者が本格的なカメラを所有している必要は無い。芸術写真の分野では、ネットからダウンロードした

写真を組み合わせて自らの作品とする者もいるし、フリーマーケットで手に入れた撮影者不明の写真を使って自ら

の作品を制作するものもいて、いずれも高い評価を受けている。 

3 静止画だけに限らない。動画、イラスト、文章、音楽など利用可能なあらゆる表現手段を組み合わせて良い。 

4  日本人初の SKOANZ(Sea Kayak Operators Association of New Zealand) Level-1 認定取得シーカヤックガ

イド、ライター。岡山県立岡山朝日高校、国際基督教大学卒業。日本での会社員生活を経て 1998 年ニュー

ジーランドに移民。1999 年から 2008 年まで同国のエイベル・タズマン国立公園にてシーカヤックガイドとし

て活躍。現在はネルソン市職員。2002 年より日本各地でプロガイド・ワークショップを開催し、後進のシーカ

ヤックガイド育成に取り組んでいる他、かつて香川県においてシーカヤック・アウトフィッター「野遊び屋」をプ

ロデュース。 

5 何故、写真のゼミで観光を取り上げるのか疑問に思われるかもしれないが、観光社会学をひもとけば、近代観光

が「観光のまなざし」と呼ばれる、ある土地を消費の対象として見つめ、切り取る視覚体験によって成立したことは

必ず書かれている。また現在も世界有数の観光地であるパリが、ウジェーヌ・アジェ、ジェルメーヌ・クルル、アンド

レ・ケルテス、ブラッサイ、ロベール・ドアノー、アンリ・カルティエ＝ブレッソン、エド・ファン・デル・エルスケン、リチ

ャード・アヴェドンなど写真史上の巨匠たちによって写真に撮られ、それが全世界に流通することで、そのイメージ

を構築してきたことも明らかである。すなわち、写真は観光と切っても切れないメディアであると言える。 

6 多摩ニュータウンそのものも山林や農地を再開発して建設された都市であり、現在も域内には豊富な緑地が維持

されている。また周辺には米軍多摩サービス補助施設、稲城市南山地区、清水谷戸地区、小田良地区、川崎市

黒川地区、町田市小野路地区などまとまった山林が多い。域内の緑地の木質バイオマスの資源化などもすでに

議論が始まっている。 

7 多摩ニュータウンは 40 年間にわたって建設が続けられているため、この間の集合住宅や街区の設計思想の変遷
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になる、学際的なプロジェクトです。 

 

3：演習の流れ 

 

第一段階：テクスト分析（4 月～6 月） 

 

多摩ニュータウンをテーマとした著名な写真作品（ホンマタカシ、小林のりお等）をはじめ、文学や

小説、評論、エッセイ、漫画、映画（「平成狸合戦ぽんぽこ」）などを分析し、これまで多摩ニュータ

ウンが外部からいかなる目で見られて来たのかを明らかにする。具体的には A: 多摩ニュータウ

ン表象、B:多摩ニュータウン表象の受容、の二つの側面から、テクストを検討してゆく。 

 

第二段階：フィールド調査（7 月～10 月） 

 

第一段階の作業から明らかになった、テクスト上の多摩ニュータウンの概況を念頭に、実際の多

摩ニュータウンはいかなるものなのかを、フィールド調査によって把握してゆく。中心となるのは聞

き取り調査および参与観察であるが、必要であればアンケート調査も実施する。聞き取り調査の

対象は多摩ニュータウンの住民、行政、NPO、そしてハードのデザインや建設を担った人々（旧

住都公団関係者）である。 

 

夏合宿：多摩ニュータウン観光開発ワークショップ（8 月） 

 

かつてニュージーランド屈指のアウトドアガイドとして活躍された Ryu Takahashi 氏が一時帰国さ

れるので、それに合わせて観光地としての多摩ニュータウンの可能性を探るワークショップを実施

する。ゼミ生は 3 泊 4 日の合宿で、全員参加。ワークショップは一般公開のイベントとし、ゼミ生は

運営側での参加となる。 

 

 

 

                                                                                                                                                            
を実地に見ることができる。 

8 域内ではマンション紛争も何箇所か発生しているし、最初期に建設された諏訪地区ではマンションの建て替えが

決定している。また多摩ニュータウンは近隣住区理論を取り入れた都市設計になっているが、聖ヶ丘地区ではス

ーパーが撤退するなど必ずしも近隣住区が万全に機能しているわけでもない。 
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第三段階：作品制作（11 月～1 月） 

 

・テクスト分析、テクスト受容分析、フィールド調査の 3 つの工程から見えてきた多摩ニュータウン

の表象そして実像を踏まえ、演習参加者全員で一つの作品を制作する。 

・作品の形式は特に限定しないが、従来の多摩ニュータウン表象、多摩ニュータウン言説を批評

的に捉える意味構造を持っているものとする。 

・作品の制作プロセス、発表方法などアート・マネジメントの部分に関しても、最も効果的なやり方

をゼミ内で検討し、実現してゆく。 

 

4：ミッションステートメント 

 

Mission（目標）： 

 

2013 年 1 月末の段階で所属する学生が 

 

・都市の表象に関する諸理論を理解していること。 

・フィールド調査の基本的な知識・技術を獲得していること。 

・アートとしての写真作品の制作の基本的な理論と方法を習得していること。 

 

Method（手段）： 

 

・先行するニュータウン表象を踏まえた上で、それらに対する批評となるような映像作品を、写真

を基本として制作する。 

・フィールドにおける各種調査実習、およびフィールド内に存在するコミュニティとの協働作業によ

り、フィールドに関する知識、フィールド内のコミュニティとの良好な関係性の構築方法を学ぶ。 

 

Value（価値観）： 

 

・自分自身の学びや成長だけを目的とせず、フィールドそしてそこに存在するコミュニティにも寄

与する方法を常に考える。 
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Standards（行動基準）： 

 

・嘘をつかない。 

・常に全力で挑戦し、より上のレベルを目指す。 

・ゼミが一つのチームであることを認識し、チームの一員として行動する。 

・立教学院の理念である「真理と世界のために(pro deo et patria)」を全ての基礎として考える。 

 

5：特徴 

 

5-1：ネットワークを生かした学び 

 

 加藤ゼミの最大の特徴は、大学の外部に張り巡らされたネットワークを生かした学びです。営利

企業、行政、NPO、フリーランサーなど様々な企業・法人・個人との間で、セミナーやレクチャーを

していただいたり、協働プロジェクトを実施したりしてきました。 

 以下に示したのは、これまでに加藤ゼミの教育活動にご協力いただいた学外の法人・個人のみ

なさんです。講師である加藤は教育歴も浅いですし、研究者としての業績も決して飛び抜けたも

のではありません。しかし、本当に多くの方々が「加藤さんの学生ならば」という言い方で、次世代

の育成に力を貸してくださっています。 

 みなさんが、もっともっと上の自分を目指して学び続けている限り、みなさんの学びを支えてくだ

さる方々のネットワークは更に広がっていくでしょう。何故ならば、加藤ゼミは学びのための開かれ

た共同体だからです。本当に学びたい者は誰でも参加出来ますし、そうした若者たちを育てたい

という沢山の大人たちが、入れ替わり立ち替わり教えに来てくださいます。開放系であることが、加

藤ゼミの教育力の源泉です。 

 

【これまでの主なパートナーシップ】 

 

・TNT エクスプレス…インターンシッププログラム実施 

・三菱商事ロジスティクス…インターンシッププログラム実施 

・東海汽船伊豆大島ナビ…レクチャー実施、協働プロジェクト準備中 

・NPO Ocean…アウトリガーカヌー体験会実施 

・to-on…協働プロジェクト実施 

・マイクロアド（ネット広告）…協働プロジェクト検討中 

・都市設計工房（都市設計事務所）…レクチャー実施 
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・アトリエ U（都市設計事務所）…フィールドトリップ実施 

・水戸市政策研究会（水戸市役所職員有志団体・コみケッとスペシャル５in 水戸を招致するなど

実績多数）…1 泊 2 日フィールドトリップ実施、アドバイザー等 

・Ryu Takahashi 氏（エコツーリズムガイド/プロデューサー）…アドバイザー 

・藤崎達也氏（NPO Sinra, Cafe Path エコツーリズムプロデューサー）…アドバイザー 

・氏家弘二氏（プロフォトグラファー）…アドバイザー 

 

5-2：アクションラーニング 

 

・4 年次の卒論執筆を想定し、インタビューや参与観察など質的調査法を中心としたフィールド調

査の全てのプロセスを、現場にて実習。 

・商品企画の制作やアートマネジメントなど、実社会で実際に行動しながら実務と理論を身につけ

る。 

 

5-3：大人との出会いの中での「気づき」 

 

 後期にはゼミ生の要望に応じてさまざまな業界の社会人との懇談会を実施しています。例えば

今年度は既に編集者やフォトグラファー、フリーライター、物流業界各社、総合商社などで仕事を

しておられる 30 代から 40 代の方々との懇談会を数回実施していますし、この後も IT 系の超大

手であるとか外務省 OG、化学メーカー、建材メーカーなど多種多様な社会人のセミナーやレク

チャーが予定されています。 

 とはいえ、これらは決して「就活」のためではありません。社会についてより深く知り、自分が学ぶ

ことの意味や自分が生きていく上で大切にしていきたい価値観を再検討し、大学での学びと社会

そしてそれぞれの人生を結びつけていくための「気づき」を得てもらうためです。 

 

6: 備考 

 

・遅刻や欠席、課題提出遅延は大きな減点対象となります。無断欠席は 1 回でそのまま履修停止

処分になることもあります。時間にルーズな者、協働作業に非協力的な者は単位が取れないと考

えてください。 

・インタビュー調査も大量に実施するので、社会人と同等のマナー（言葉遣い、文書作成、あいさ

つ等）を速やかに身に付けていただきます。 

・個人のツイッター、ブログ、フェイスブック等誰でもアクセス可能なウェブスペース上で下品な言
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葉遣い（排泄物、生殖器などの名称・俗称を連呼している、差別的文言を書き込んでいる等）をし

ている方の演習参加は認めません。 

 

B：選考方法 
 

1：問い合わせ方法 

 

月曜日の昼休みに X108 に来ていただくか、メールにてお願いします。 

 

akiwokuma@hotmail.com 

 

今年度のフィールド演習の見学も歓迎いたします。月曜 3 限に X108 で行っています。 

 

2：選考方法 

 

 以下のテーマでレポートを書き、12/11 の 20 時までに前掲のメールアドレス宛に送信してくださ

い。件名は「フィールド演習選考レポート」としてください。なお、普段使用していないメールアドレ

スからの送信は、当方からの連絡に支障が出るのでやめてください。 

 

【それぞれ 800字以上（字数厳守）で書いてください。】 

 

質問 1 

 

 あなたが立教大学に入ってから今までの 2年間弱で、立教大学や立教大学に関わる人々

との間で経験した、最も幸せな瞬間について教えてください。それはどんな瞬間でした

か？ 何故あなたは幸せを感じたのですか？ 

 

質問 2 

 

 あなたが立教大学に入ってからこれまでに出会った、あなたが大好きな人たちについて

教えてください。それはどんな人で、あなたはその人のどこが好きなのですか？ 
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質問 3 

 

 今、あなたが一番熱くなれることは何ですか？ 何故、あなたはその活動あるいは対象

に対して、熱くなれるのですか？ 趣味のことでも勉強のことでも、それ以外のことでも

良いですので、教えてください。 

 

質問 4 

 この 2年間に立教大学で受けた講義の中で、一番面白かったのはどの講義ですか？ そ

の講義のどんな所に特に好奇心をかき立てられたのですか？ 

 

質問 5 

 

 あなたが 40歳になるまでに、これだけは絶対にやりとげたいと思っている仕事（家事

や育児など家庭内のシャドウワーク、地域活動やボランティアなどのアンペイドワークも

含めます）は何ですか？ その理由も書いてください。  

 

3：結果発表 

 

12 月 1 日の昼までに以下のウェブページにて発表します。希望者にはメールでの通知も行いま

す。 

 

https://www.facebook.com/groups/269476983079832/ 

 

 

http://www.pdfcomplete.com/cms/hppl/tabid/108/Default.aspx?r=q8b3uige22


 
ゼミ風景。出すべきアウトプットだけ指示されて、ゼミ生の話し合い・協働作業となる時間も多い。 

 

 
ゼミ生の誕生日に講義日が重なるとケーキをたかられることがある orz 

http://www.pdfcomplete.com/cms/hppl/tabid/108/Default.aspx?r=q8b3uige22


 

フェイスブックで話が盛り上がって時間外に実施した撮影会。メイクも本気で。 

 

撮ってます（笑） 

 

http://www.pdfcomplete.com/cms/hppl/tabid/108/Default.aspx?r=q8b3uige22


 
東海汽船伊豆大島ナビの清水氏によるレクチャー。 

 

同時並行で進むプロジェクトにゼミ生を振り分けているところ。全てゼミ生の話し合いで進む。 

http://www.pdfcomplete.com/cms/hppl/tabid/108/Default.aspx?r=q8b3uige22


 
伊豆大島での調査実習に出発！ 

 

伊豆大島の民宿 mock mock さんでインタビュー中。 

http://www.pdfcomplete.com/cms/hppl/tabid/108/Default.aspx?r=q8b3uige22


 

伊豆大島でフリーペーパー『12 class』を制作しておられる to-on さん、東京都伊豆大島支庁職員

さんとのインタビュー。ここからも様々なネットワークが広がった。 

 足湯で和む。 

http://www.pdfcomplete.com/cms/hppl/tabid/108/Default.aspx?r=q8b3uige22


 

伊豆大島調査実習を終えて。帰りの船の中はみんな爆睡でした。 

 
伊豆大島プロジェクトの企画発表会。4 チームに分かれて伊豆大島に新たなキャッシュフローを

生み出すプランを提言。会場には東京海洋大の学部生・院生の他、東大で地球科学で博士号を

取られたガチ理系の研究者など多彩なゲストが。またこのプレゼンはウェブストリーミングで生中継

し、北海道、ニュージーランド、高知、伊豆大島などからツイッターでコメントや質問を受け付けて

の議論を展開。大学公式ウェブサイトの「おもしろ授業」の取材も入りました。 

http://www.pdfcomplete.com/cms/hppl/tabid/108/Default.aspx?r=q8b3uige22



